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CARATS

Collaborated Action for Renovation of Air Traffic Systems

将来の航空交通システムに関する長期ビジョン
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CARATSとは
「将来の航空交通システムに関する長期ビジョン（CARATS）」とは、

現行の航空交通システムの大胆な変革が必要であり、産官学の関係者か
ら構成される研究会を設立し、世界の動向も踏まえながら様々な角度か
ら検討を重ねとりまとめた、長期ビジョン。

ロードマップの作成
CARATSに基づいて将来の航空交通システムを計画的に構築するため

に、関係者間の連携により具体的な施策のロードマップを作成している。

施策の推進に当たっては、指標の評価、分析を定期的に行うことによ
り、目標の達成度を検証しながら効果的に進めている。

将来の航空交通システムに関する推進協議会
ロードマップの作成や指標の設定、目標の達成度の検証のため、航空

局だけではなく、学識経験者、運航者、研究機関、航空関連メーカー、
関係省庁等の関係者から開催さ入れる協議体が設置されている。
その下位に、WGワーキンググループ、SGサブグループ等が設置され

ている。
http://www.mlit.go.jp/koku/koku_fr13_000006.html
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2018年4月26日から
福島空港におけるヘリコプター用計器進入方式の試行運用開始

対象航空機＝ヘリコプターであって、防災関連等での飛行を目的とする
ものを対象。本試行運用に参加する事業者は、事前に国土交通省航空局
交通管制部交通管制企画課と調整を行うこと

2019年1月3日から対象拡大 AIC Nr 002/19, 3 JAN 2019
対象航空機＝ヘリコプターであって、防災関連等での飛行を目的とする

もの又は防災関連等での飛行に従事する操縦士の訓練を目的とする
ものを対象とする。
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１）経路短縮
２）時間短縮
３）悪天候時の就航率改善
４）天候急変時の安全確保
５）空域専有時間の短縮＝管制負荷の低減
６）訓練の時間短縮（計器飛行）

１．災害対応関連
大規模災害時等の広域的な運用に資する広域災害応援活動等
(被災地域への飛行、援助物資の輸送、報道取材などの情報収集等)

２．GA (General Aviation) 機や官公庁機等
悪天候時の就航率改善や天候急変時の安全確保

３．詳細な効果
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1. 中間進入経路と最終進入経路の角度が狭い

2. 最大速度で旋回するとオーバーシュートし易い

3. ヘリコプターIFRは、カテゴリーＤの経路を

高速で飛行することに慣れているので、

経路長の短いカテゴリーHを飛行すると、

余裕がないと感じる。

4. 操作が遅れると降下が間に合わなくなる。

1. 速度は80～90KIASを目安。

2. 降下のタイミングは早目。

3. 降下率は大き目。800ft/min以上。 13

1. RJSF ILS Z RWY 01(100KIAS)
2. RJSF COPTER ILS X RWY 01 (100KIAS)
3. RJSF COPTER ILS X RWY 01(80KIAS)

条件：ＷＶ 300°／20kt

注目点：通常のILSとCOPTER ILSの時間の違い

速度によるベース、ファイナルの違い
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SBASとは、Satellite Based Augmentation System
GPSの精度や脆弱性を補強する静止衛星を利用したシステムで、
専用受信機が必要。

１．MSAS運輸多目的衛星
MSAS：MTSAT Satellite-based Augmentation System
MTSAT：Multi-functional Transport Satellite運輸多目的衛星

2001年から運用開始
2015年まで2機運用。2016～2020年まで1機運用
エンルート、ターミナル、NPA非精密進入(RNP0.3)対応

２．QZSS準天頂衛星を使用したSBAS運用
2020年から静止衛星1機運用
2024年から静止衛星2機運用 LP/LPVの開始
LPV：Localizer  Performance with Vertical Guidance

SBASによる水平・垂直方向ガイダンスでの非精密進入
LP：障害物でLPVが設定できない場合の非精密進入
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LPVが導入されると、
RNP APCHに重ねてLPVが設
定され、ミニマムは3種類公示
される見込みです。

LPV =DA
LNAV/VNAV =DA
LNAV =MDA

LNAV/VNAVで、SBAS信号
をVNAVに利用できると、温

度補正の制限が不要になる可
能性があります。 17



RNP APCHのLNAV/VNAVは、多くの場合
ILSのGlide Slopeのように、Threshold 50ft 
AGLまでVNAVガイダンスが表示される。

しかし、MAPtがThresholdにない場合は、
Mapt付近でVNAVガイダンスが終了(消失)。
MAPtがThresholdにない理由は、進入復行経
路上の障害物を避けるため。すなわち、MAPt
をFAF側に引き、進入復行において上昇に転じ
る地点SOC(Start of Climbの略)を手前に設定し、
進入復行経路上の障害物を避けるため。
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ｱﾌﾟﾛｰﾁﾁｬｰﾄでMaptの位置と名前を確認する。

１．Maptの名前が「RW##」の場合、Maptは
Thresholdに設定されているので、DAは

VDP付近になり、50ftAGL(THL)まで

VNAVガイダンスが表示される。

２．Maptの名前が「＊＊###」(RW以外）の場合、

MaptはThresholdから離れた地点に設定される

ので、DA= MaptとなりDA以後はVNAV
ガイダンスは表示されない。

★すなわちDAでVNAVガイダンスは消失する。
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2018.10.31現在

RNP APCH進入 38＝ Mapt：17／RW：21
RNAV進入 25 ＝ Mapt： 5／RW：20

合計 63 22／ 41

「RW##」以外がMaptの方式 22 か所＝35%
Mapt以後、VNAVガイダンスが消失する。

「RW##」にMaptのある方式 41か所＝65%
50ftAGLまでILSの様にVNAVガイダンス表示。

実際のMaptはDAで、VDP付近となる。

★新潟RNAV RWY10と広島RNAV RWY28の比較
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JEPPESEN CHARTの場合：RW##までのパスを表示
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新潟RNAV RWY10

広島RNAV RWY28
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UASC社 Flight Management System Trainer
ＰＣ画面表示より



2015年4月14日広島空港で、アシアナ航空A320が、
RNAV RWY28進入中に航空事故が発生した。

原因として下記2点が指摘された。

1. 機長が進入限界高度(DA)以下で、目視物標により
航空機の位置の確認ができなくなった状態でゴー
アラウンドすることなく、降下して進入を継続し
たこと。

2. 副操縦士が、DA以下で滑走路が見えない状況に
なったとき、直ちにゴーアラウンド・コールをし
なかったこと。

https://jtsb.mlit.go.jp/jtsb/aircraft/detail.php?id=2114

参考情報

広島RNAV RWY28のMapt＝DA433ft（現在373ft）
DA以後は、VNAVガイダンスが消失する。

国内の65%のRNPAPCHでは、Threshold 50ft AGL
までVNAVガイダンスが表示される。
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1991年／H3年、航空局技術部長から全日本航空事業連合、日本航空技

術協会、日本航空機操縦士協会の各会長に対し、「ヘリコプター運航の
安全対策検討会の最終とりまとめについて」が発行され、下記の安全対
策の実施が求められた。

（1）運航整備のガイドライン（非事業機）の指導

（2）低空飛行を行う場合の安全措置（標識設置など）

（3）安全意識の徹底（冊子の配布、講習会など）

（4）操縦士の教育技法の改善

（5）航空機用救命無線機の搭載促進

（10）その他 ①ヘリコプター用計器飛行方式の導入
②操縦士、整備士不足の解消

https://jtsb.mlit.go.jp/jtsb/aircraft/detail.php?id=2114 パイロット誌2018夏P14参照

2007年RNAVロードマップ
５）GA機を対象としたRNAV経路

低高度で飛行するジェネラルアビエーション（GA）機も考慮したRNAV経路設定の可能

性について検討を進める。なお、低高度での運航を可能とするためには、通信、航法や監視
等の航空保安システム、管制機関の対応等の検討も必要と考えられるので、これらの事項も
含め総合的に検討を進める。

2010年9月CARATS 小型機航空機WG発足

2011年8月CARATS PBNWG、小型航空機用RNAV検討SG発足

2018年12月、第37回小型航空機用RNAV検討SG開催。

（6）シミュレーターの活用

（7）CVR,FDRの搭載促進

（8）外国ライセンス切替者への取扱

（9）事業会社の審査担当操縦士

訓練担当操縦士の資格
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約30年の歳月をかけてヘリコプター用計器飛行方式
が導入されます。

1. CAT-H試行運用の参加
AICを参考に参加登録する。(AIC Nr 002/19,  3 JAN 2019)
2018年度＝福島、
2019年度予定＝静岡、南紀白浜、種子島
航空局へ実績を報告する。

2. 低高度RNAV経路の試行運用の参加
RNAV５航行許可を取得する。
3月10日 RNAV講演会(JAPA事務局・新橋）開催予定

2019年度予定のAICを参考に参加登録する。
試行運用し、航空局へ実績を報告する。

★実績が少ないと展開計画に影響を及ぼす可能性があります。
是非、皆様の積極的な参加をお願いします。
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